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○進行　それでは、全カリ運営センタ
ー部長の佐々木による特別講演「全カ
リ・マジックとは！？」を始めさせて
いただきます。佐々木先生は哲学、ハ
イデッガーの研究などをされるかたわ
ら、大学教育学会常任理事、そして大
学教育研究グループの指導をしていま
す。それらの経験から、本日は「教養
教育のデザインとガヴァナンス」とい
うことについて、お話いただきます。
では、よろしくお願いします。

○佐々木　皆様、こんにちは。お忙
しいところ
足をお運び
いただきま
して、まこ
とにありが
とうござい
ます。今年
度、全カリ
部長を拝命
しておりま
す文学部の
佐々木と申
します。
　本日のお
話のポイン

トは、立教の全学共通カリキュラムは
どういう経緯があって、どういう性格
を持っている組織であるのかというこ
と。そして、その全カリの特性が学
生の関心、つまり、大学生として学ん
でいる専門性や、今後普通の社会人
となる学生、また1人の人間として生
きてゆく学生の就職や生活にどのよう
につながってゆくのかということ。さ
らに、立教大学が学生をそれらとどの
ように結びつけて効果的に教養教育を
進めようとしているのか、そしてその
ためにどのような教育システムを組ん
で、どのように大学運営を進めようと
しているのかということ、などです。

1. 立教大学の不思議

　まず、「立教大学の不思議」と言わ
れているものがあります。なぜこんな
ことができるのだろうと他大学の関
係者からよく言われることです。1つ
は、立教では学部間の連携ができてい
るということです。それから2つ目、
いわゆる「大綱化」があった1991年か
らもう20年以上になりますが、その当
時のカリキュラム改革の精神がずっと
維持されてきていることです。「専門
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佐々木　一也



63

性に立つ教養人の育成」、これは全カ
リ設立時に初代の全カリ部長だった寺

が、今もこの言葉は大学全体で使用さ
れています。また、3つ目は全カリの
運営体制についてです。コアメンバー
と呼ばれる数名の教員でメンバーの交
代を繰り返しながらも、20年ずっと運
営することができています。それから
もう1つ、主題別Ｂという種類の科目
があります。これは複数の教員が担当
し、教員が自ら提案できる科目なので
すが、これに多くの教員が非常に自発
的に携わっていることも「立教大学の
不思議」と言われています。

学部間の連携、運営体制

　さて、それぞれ詳しく見ていきたい
と思います。まず、「立教大学の不思
議」の1つ目に、さまざまな形で学部
間の連携が行われていることがあげ
られます。一番象徴的なのは、全カリ
運営センター委員会というものです。
全カリを運営する委員会組織のように
聞こえますが、これは「全カリ運営セ
ンター」という実体のある運営組織の
最終意志決定機関です。各学部の教授
会に相当するようなものです。各学部
長が委員となっているため、全カリは
各学部の意見を公に反映することがで
き、さらに全学部が支えるという原則
が維持されるということになります。
　続いて、「コアメンバー」という仕
組みをずっと維持しているということ
も、先ほど申しました。1991年の大綱
化から、本学でもいろいろな体制の変
更がありましたが、その間も、いろ
いろな学部の教員が全カリを支えてき
ました。初代の全カリ部長は文学部
でしたが、2代目は法学部、その後は
社会学部、理学部となり、また文学部
に戻って、経営学部、文学部というよ

うに、いろいろな学部の教員がその重
責を担ってきたということがわかりま
す。それから、全カリは言語と総合の
2つの部門に分かれているのですが、
現在、総合構想・運営チームのリーダ
ーをされている中島俊克先生は経済学
部です。こちらも文学部、理学部、経
済学部と複数の学部で交代をしながら
全カリ総合チームの運営を担ってきま
した。そのほか、専門委員、研究室主
任、チームメンバー、研究室員といっ
たその時々のいろいろな役職に、多岐
に渡る学部の、多様な教員たちが常に
参加して全カリを支えてきました。

「専門性に立つ教養人の育成」

　全カリでは「専門性に立つ教養人
の育成」ということがスローガンに
なっております。91年の大綱化よりも
前は、「教養ある専門人の育成」とい
うことを、立教大学の共通理解として
持っていたのですが、初代の全カリ部

の育成」とひっくり返したのです。ス
ライドに「学問の進歩と学生の意識変
化」とありますが、全カリ設立時、専
門課程の2年間では専門は教えきらな
い、あるいは、教養課程の2年間でも
教養は育たないという意見が学内で多
くありました。そこで、「専門性に立
つ教養人の育成」というスローガンの
もと、4年間で一貫して学生を育てる
ということになりました。この4年間
を通じての学びを最近では「学士課
程」と言っていますね。そして、その
ときにできた方針を歴代の総長が支持
し続けてきたということも、立教大学
の特徴でもあります。

主題別Ｂ科目

　主題別Ｂ科目も不思議だといわれて
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きた全カリの目玉科目の1つです。複
数の教員が担当することで、教員同士
の論争が行われることもあり、それを
体験できることも科目の特徴となって
います。特に初期の頃は、あまりに先
生同士が激しくやり合うものだから、
学生が心配になってしまって、「あの
先生同士、仲が悪いのですか」と聞き
に来ることがあるぐらいでした。これ
も、学際的方法論を実演してみせるこ
とができたという成果であり、現在も
その精神は維持されています。担当す
る教員の負担を考えて、主題別Ｂ科目
では1科目当たり3科目分の兼任講師コ
マが使えるのも特徴です。さらに、職
員も一緒に授業の企画を行う科目があ
るのも特徴ですね。

2. 全カリ・マジックという力の源

　さて、続いて全カリでこのようなこ
とができる力の源について、お話した
いと思います。まず、歴史的経緯につ
いてです。立教大学というのは1874年
にアメリカの聖公会の宣教師が建てた
学校なのですが、日本の法令上、1907
年に専門学校令という法令によって、
「立教大学」と名乗ることが許可され
ました。そのときに、文科と商科とい
う2つの学科ができ、これが後の文学
部と経済学部になっていきます。です
から、今の立教は、文、経、理、社、
法と数えていくのですけれども、文学
部と経済学部が一番古くて伝統のある
学部だということになります。この当
時の商科のカリキュラムには英語や倫
理学、法律、経済などがありました。
いずれも週31時間の時間割カリキュラ
ムなのですが、その半分以上が英語で
した。「英語の立教」と言われる所以
はこういったところにあるのでしょ
う。そして、設立当時から教養教育を
重視していたということになります。

　そして、ご存じのとおり、1991年に
「大学設置基準の大綱化」が起こりま
した。それまで一般教育課程というこ
とで、法的な根拠があった54単位が、
極端に表現すると、やらなくてもいい
ということになりました。大綱化で
は、日本の多くの大学が「脱・教養路
線」に走りました。邪魔で異物感の強
かった教養部をなくし、1年から専門
をやろうと考えていた大学が多かった
のですね。しかし、そのとき立教は、
文、経、理、社、法の5学部の主な教
員たちが集まって、「俺たちに教養教
育をやらせろ」という動きが起こった
のです。当時、一般教育部という国立
大学の教養部に相当する組織があった
のですが、それを廃止して、新しく全
カリ運営センターができました。設立
時の委員会には、学部長経験者や、こ
れから学部長になるであろうと目され
るような学部のエースたちが出てき
て、自主的にこの全カリをつくってい
くということになりました。だから、
単なる委員会ではありません。もちろ
ん教養部のようなものではないため専
任教員はいませんが、力がある組織だ
ったということです。そして、この教
養重視の方針は、文学部の塚田理先
生、経済学部の大橋英五先生、文学部
の押見輝男先生、そして現在の吉岡知
哉先生など、全カリができて以降の全
ての総長に引き継がれてきました。皆
さん「専門性に立つ教養人の育成」と
いうスローガンを堅持して、必ずこれ
を掲げてきたのです。これはとても大
事なことで、全カリ運営センターの活
動に、総長として積極的な支援を与え
るという姿勢を一貫して示してこられ
たということです。そのため、これま
で全学で支えるという体制が維持する
ことができました。
　その全カリには「公的性格」とい
うものが与えられました。言い換え
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れば、全学部に開かれているため全カ
リはどの学部にとっても公のものであ
り、各学部の事情は私の事情、という
位置づけが確立したということです。
それから、全学部とカリキュラムの整
合性を図らなくてはいけません。これ
は今、立教では課題になっていて、
2016年度から実施予定の「学士課程統
合カリキュラム」とつながっていきま
すね。それから、学部のディプロマ・
ポリシーとの調和も図らなければいけ
ないのです。全カリは教養教育なの
で、学部にとって攪乱要因ともとらえ
られるのですが、最終的には立教大学
全体としては、学部があって全カリが
あるということで調和がとれていると
いう形になります。また、予算も、全
カリを扱うことによって各学部の予算
を削られてしまうわけですが、そうい
うことについても、各学部には理解し
ていただいています。
　それに加えて、職員力の高さも力の
源のひとつです。職員力というのは、
いろいろなことがありますが、大事な
のは教員と対等にコミュニケーション
ができるということです。それから、
学生とカリキュラムを見つめる職員の
目の高さも重要です。教員ももちろん
学生とカリキュラムを見ているわけで
すが、教員はどうしても自分の専門性
という極めて濃い色眼鏡をかけて見て
しまいます。学生そのものや、カリキ
ュラムそのものは、なかなか客観的に
見にくい立場にあり、その点、職員の
ほうが目は確かだということも経験的
に実感される方も多いのではないでし
ょうか。それから、最近は専門性のあ
る職員も増えてきました。研究的専門
性とか、大学運営的専門性などありま
すけれども、大学院で勉強しているよ
うな職員もたくさんおります。職員の
特徴としては、外部環境情報に大変強
いということです。ですから、最近で

は「カリキュラムマネジメント」と言
ったりしますが、教員を説得しながら
カリキュラムをつくって運営し、検証
し、そして改革し、さらに新しいカリ
キュラムを実行していくことが職員に
できるというのも特徴であります。

3. ュキリカ育教合総す指目がリカ全 
ラム

　さて、そこで全カリが目指す総合
カリキュラムについてお話していき
たいと思います。私がここで強調した
いのは、まず、教養教育としては、人
間、社会、自然をとらえるという全体
的なまとまり、あるいは、全体性に重
きを置きたいということです。学部の
役割というのは、専門性を重視してい
ますよね。経済学部だったら、「経済
学」という、厳密な専門性でもって世
の中で起こる現象を見て、それを学生
に「これが学問だ」といって教え込む
わけです。一方、学生は経済学だけを
使って生きているわけではありませ
ん。彼女とデートに行くときに「幾ら
かかるかな」というのは経済学かもし
れませんが、「愛しているよ」という
のは経済学ではないわけです。そうい
う意味で、多様な視点で人間は生きて
いる、つまり、全体性の視点を確保す
るということを私は重視しています。
学部が扱っていない複合領域、学部学
科から越境していくということ、それ
から、学部学科の専門知に対して、そ
のまわりの専門との連携を図るネット
ワークとしての知、そういうものを教
養として考えていきたいと思っていま
す。同時に、立教の全カリでは、大学
生として学んでいくという姿勢を定着
させることも目指したいと思っていま
す。さらに、それがただ知識として、
頭で知っているということではなく
て、それで体が動くということが、真
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の教養であろうと考えていまして、立
教の総合科目はこういったものを目指
すものであってほしいと、私は思って
います。以下、全カリの目指す総合教
育カリキュラムの特徴について一つ一
つお話ししようと思います。

全体を見る目

　まず、「全体を見る目」について
お話したいと思います。総合科目は
科目ごとに複数の科目群に分かれてい
ます。主題別Ａ科目群は、さらに「人
間の探求」、「社会への視点」、「芸
術・文化への招待」、それから「身体
への着目」、そして、「自然の理解」
という5つのカテゴリに分かれていま
す。先生方がご担当の科目はどのカテ
ゴリに属しているでしょうか。私はそ
れらすべてで1つのカリキュラムなの
だと考えています。単に雑多であるだ
けでは困るかもしれませんが、ひとま
とまりとして、人間、自然、社会を受
けとめる目を養ってほしいと思ってい
るのです。
　その全体性というのはどういう属性
を持っているかと申しますと、それは
曖昧かもしれないし、複数の意味を持
っているかもしれません。あるいは、
奥義みたいな、何かわからないけれど
も非常に重要な思想だったりするも
の。あるいは、深くて、冷静に分析し
きれないような何かで、はっきりしな
いもの。それでいて現実に自分を構成
している何か。そういうものを私は全
体性と言っております。
　大学では専門性を教えることによっ
て、学生たちが社会人として生きてい
くのに資するような教育をしようとし
ています。しかし、専門性というの
は、対象の部分的な性質を明らかにす
るのですが、そうすると、専門性によ
って対象はいろいろ違う姿を示してし

まうのです。それは、人間は同時に複
数の意味を帯びて生活しているからで
す。例えば、家庭ではお父さんでも、
世の中に出ると非常に厳しい、苛酷な
商売の営業マンであったりするという
ことです。そして、そういった全体性
が持つ性格を具体的に解決するために
使われる専門性には、有効な特殊目的
があるのだということは、しっかりと
押さえておく必要があります。だか
ら、専門性と全体性の両方に目を配る
必要があると思うのです。

創造性

　大学生として学ぶ精神というのは、
専門性と全体性の両方を追っていく力
を身につけること、特に全体性に対し
て志向性を持つということだと思うの
です。そのために、学生たちには「創
造性」というものを持ってもらいたい
と、期待しているのです。
　大学での学習はただただ知識を覚え
ていくという、高校までやってきたこ
とと違います。具体的な事象に即し
て、それをその専門性に合った切り方
で切って、しかもその対象の具体的実
態を見るということ、つまり全体性を
志向することが必要になってくるので
す。しかし、学生は全体性について自
分でしっかり自覚しているわけではあ
りません。また、覚える知識でもって
勉強することが肝要だと思っている部
分もあります。生活自体が親の保護の
もとで、リアリティのない生活をして
いるわけですからね。そこで全体性を
志向するためにはなおさら、創造力、
つまり何かをつくっていく新しい力と
いうのが求められてくるのです。そし
て、創造性を身につけていくために
は、主体的な経験が不可欠だと思うの
です。
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所属学部からの越境

　そのためには、所属学部、学科から
越境ということをたまにはやる必要が
あると思うのですね。具体的対象、全
体性を知る必要。専門性の有効な目
的を見分ける必要。専門以外の領域、
複合的学習の必要などと今お見せして
いるスライドにいろいろ書いています
が、要するにこれは所属学部・学科の
専門性から少し外れて知的経験をする
ことが必要なんだということです。そ
ういう意味で、全カリ総合科目は1年
生から4年生までに等しく開放されて
いて、どの学年でも自由に、どの科目
も選択できるということを原則として
います。できれば、3、4年に学習する
ということが私は有効だと思っていま
す。というのは、専門性がある程度身
についたほうが、より具体的にその専
門性の特性と、他の専門との違いが分
かってきますので、全体性、複合性と
いうものについて具体的なイメージが
持てるからなのです。そういう意味
で、特に主題別Ｂ科目というのは、全
体性というのを多少意識していただい
たテーマで行っていただければありが
たいと思っております。

ネットワークとしての知

　さて、「ネットワークとしての知」
というのがあるのですけれども、これ
は先ほどの話の言い換えと言えると思
います。専門性というのは、全体性
のすべてを見ることができないわけで
す。つまり、専門性はやはり専門性で
あって、ほかの専門性を基礎づけられ
ない、お互いに相対しているという性
格を持っているということです。専門
性というのは、必ず自分を中心にして
他の専門性を自分の周りにネットワー
ク化するという性質があるんですね。

できれば、自分の専門性でもってすべ
てを説明してしまいたいところです。
しかし、残念ながらそういうことはで
きないので、専門性をもって何らかの
知的な活動をするためには、その専門
性とつながるネットワークで補う必要
があるのです。ネットワークが細か
く、柔軟であればあるほど、全体性を
持つ具体的なものへ対処しやすいとい
うことになりますね。ですから、全体
性を包み込むネットワークのようなも
のとして教養が機能するのではないか
と考えております。

知の身体化

　「知の身体化」とは知によって体が
動くことです。先ほど申しました「ネ
ットワーク的機能」というのは、体が
動くことで初めて有効に機能するので
す。そのためには、具体的諸問題に触
れて、主体的関心と自ら考えて調べる
行動力というものを身につけられるカ
リキュラムが必要で、全カリ総合科目
はそういうものであってほしいと思い
ます。講義を聞くことで学生がやって
みたいと思う、そんな授業であってい
ただきたいと思います。また、学修成
果を測定するということの重要性を、
基準協会でも文科省でも言っています
が、私も大事なことだと思います。
「知っている」というだけではだめだ
と思うのです。やはり体が動いて「新
しいことができる」、「自分が変わっ
た」、となることが大事だと思うので
す。

ディプロマ・ポリシーの奥行

　各学部・学科が持っているディプロ
マ・ポリシーというものがありますよ
ね。そこで学ぶと学生がどうなってい
るかというものですが、それに全カ
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リ的なものが加わると、その専門性は
鬼に金棒だと思うのです。立教のホー
ムページをご覧になると分かるのです
が、各学部のディプロマ・ポリシーの
一番下の目立たないところに、確かに
全カリのリンクが貼ってあるのです。
全カリも一応、学部のカリキュラムの
一部だからなのだと思えるのですが、
しかしやはり、それではあまりにも形
式的ではないかとも感じます。本当は
各学部の授業方針の中に全カリとの関
係が書かれたうえで、何ができるの
か、自分の学部に入り、卒業すると、
人間としてどのようになるのかなどが
書かれていればなおよいと思うので
す。現在、そういうことを書いている
学部が1つだけあって、それは社会学
部です。社会学部は、全カリのことを
自分のディプロマ・ポリシーに組み込
んで書いてあります。全学部ともこう
いうふうにやっていただきたいなと私
は思います。全カリとの連携によって
専門性の有効な幅が広がって、専門性
だけでは見えない裏の領域、つまりデ
ィプロマ・ポリシーの裏みたいなもの
を知ることで全体性を知ることにつな
がっていくのだということを見せるこ
とができると思うのです。

4. 係関のムラュキリカと目科の々個 

　さて、続いて各科目をつくっていた
だく際に、先生方にどのようなことを
留意していただきたいかということを
お話していきたいと思います。スラ
イドには留意すべきことに「世界全体
とのつながり」とまで書いてあります
が、全カリのカリキュラムの中には、
いろいろなつながりがあるのではない
かと考えています。まずは個々の科目
は単体で存在しません。先ほども申し
ましたとおり、複数の科目群が合わさ
って1つのカリキュラムをつくってい

ます。そして、1つ1つの科目も、お互
いにつながり合っています。より複合
的で、全体性に意を配った科目であっ
てほしいとはいえ、それぞれの科目は
もちろん大学の科目ですから、全カリ
の科目であっても専門性を持っていま
す。それらは相互につながり合うこと
によって、その全体性を実現している
ということがあってほしいなと思って
います。

個々の科目と他科目のつながり

　そのためには、個々の科目同士でつ
ながっていることが必要だと思ってい
ます。それゆえ、「人間の探求」の科
目をご担当の先生には、ほかの「人間
の探求」の科目とはどういう内容だろ
うかと、ぜひシラバスを読んでいただ
きたいのです。そして、自分の科目は
ほかの科目の中で、どういう位置を占
めているのだろう、どういう特徴があ
るのだろう、学生はどういう関心で自
分の科目に来てくれているのだろう、
あるいは、自分の科目を取った後、自
分の学部へ帰って行くと、この学生は
どうなるのだろうかというようなこと
を想像して科目内容をつくっていただ
けると、非常にありがたいなと思うの
です。教養科目のカリキュラムという
のは1つの全体であり、それは固定的
ではないネットワークでつながってい
て、常に微調整されながら、変動して
います。これが教養科目の特徴です
し、専門科目と決定的に違うことだと
思います。このことは、科目の運営と
か、最後にお話しすることになるガヴ
ァナンスとかいうことにつながってい
くのであります。
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りがなつの体全学大教立と目科の々個 

　さて、まだ科目のつながりの続きが
あって、個々の科目と立教大学全体と
のつながりというものもあります。こ
れは個々の科目、あるいは全カリの
カリキュラムはいろいろなものからの
影響を受けているし、自分も影響を与
えているということです。立教大学は
今、10の多様な学部があり、それぞれ
の学問的な違いや、場合によっては学
部間の政治的な力関係というようなも
のがあって動いています。大学当局と
いうものもありますよね。そういうも
のの力関係の中に全カリのカリキュラ
ムはあるのです。そのような在り方を
しているものが大学の学問であるし、
個々の科目のあり方なのですね。
　そんな中で、個々の科目の担当の先
生方は、自分の科目はこういう意味で
立教大学の中に置かれていて価値があ
るのだと、自信を持ってご担当いただ
きたいと思います。たまたまこの科目
に当たったからやろうというのではな
くて、自分こそはこのネットワークの
1つを支えている立教の教育の要であ
ると思っていただきたいですね。皆さ
んがそのような思いでご担当ください
ますと、こういう関係が非常に活性化
すると思うのです。

りがなつのと宙宇・界世と目科の々個 

　さて、そういう科目は、大学の中に
とどまらないで、これは果てしなく広
がって、大きなものを意識していくよ
うになると考えています。「宇宙の
果てまで研究対象にしてしまう人間」
と、スライドには書いてあります。こ
れはどういうことかと申しますと、総
合科目の主題として、世界の中の具体
的な事象を扱っているというだけでは
なく、学びを通して学生が事象を包み

込んでいる世界、自然、宇宙に対して
どういう姿勢で今を、そしてこれから
を生きていくかということにも影響を
与えるということです。哲学者カント
は18世紀終わり頃の人ですが、彼の有
名な『実践理性批判』という書物の一
番終わりに有名な言葉を書いていま
す。「私が心から畏敬の念をもって感
嘆するものが2つある。それは我が上
なる星空と、我が内なる道徳律であ
る」という有名なテーゼです。これ
は、自分の内面性と大宇宙が同じ原理
でつながっているというカントの思想
を表しているわけです。これこそが近
代の人間なのだと思うのです。これが
西洋の学問であり、我々が大学で勉強
し、学生にも伝えたいと思っている学
問の根本にある精神なのです。ですか
ら、非常に大きな射程を持っている1
コマを我々は担当していると、先生方
には思っていただきたいと考えていま
す。「全体性を持つ具体的対象に対す
る身体化した知の獲得を目指す全カリ
総合科目」と難しげな表現で書いては
ありますが、要するに、授業でこの物
事にはこういう意味があるということ
を教えるにしても、私は宇宙とは無縁
の地上の人間で、この物事も宇宙規模
で起こっているわけではないが、実は
地上の出来事も究極的には宇宙につな
がっているのだ、というつもりで語っ
てほしいと思っているのです。

5. 学生の主体性

　そういう科目に対しては、学生の側
がそれに応えてくれなければいけない
わけですので、次には、学生の主体的
な学びということについてお話をして
まいります。
　まず、私が今お話ししてきたよう
に全カリ科目を学生が履修するため
には、学生の主体性はどうしても前提
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になると思うのです。現状の全カリ総
合科目は、カテゴリ指定というものが
あります。例えば、立教科目群、領域
別科目群から何単位、主題別科目群と
スポーツ実習科目群から何単位取るな
ど、幾つかの指定があります。ただ、
基本的には学生の自由選択に任されて
います。ですから、場合によっては、
あってはいけないことですが、入学す
ると先輩が、堂々と大学の前の本屋で
売っている楽勝科目が書いてある情報
誌の存在を教えてくれたりすることも
あります。立教にもあるかもしれませ
んが、いろいろな情報を得て、楽勝な
ものを選ぶこともできてしまうので
す。しかし、それでは全く我々の本旨
に合わないわけです。学習に対する学
生の主体性がこの総合科目にとっては
命であるわけです。これをどう覚醒さ
せるかというのが、我々の今喫緊の課
題だと私は思っています。
　学生は自分の生活に全体性を持っ
ています。たまたま高校を卒業する
ときに選んだ専門性のある学部に入っ
ているだけかもしれませんが、その専
門性が自分の全体性とつながる、そし
て、何らかの意味があるのだというこ
とに気づいてくれることにポイントが
あると私は考えています。特定の専門
を中心とするネットワーク的知という
のは、全カリが目指す教養ですけれど
も、その形成には学生の主体性が不可
欠なのです。主体性がなくて、ただた
だあちこちつまみ食いをしたら、雑多
な知の集積にしかなりませんよね。こ
れが1つにまとまって体を動かせるよ
うになるためには、自分の中で必然性
があって、つながっていなくてはいけ
ない。それがネットワークで、それを
形成するためには、主体性として学生
が中心に鎮座していないといけないと
思うのです。

　さて、教養は教えられないとよく言
いますよね。教養とはそもそも主体的
に獲得するべきものだからです。ある
いは、出席時間数とか授業への工夫な
どで学生を脅しつけ、強制するような
システムでは、私が言っているような
意味での学生の主体性はもちろん、教
養というものも育たないと思います。
　でも、学生には主体性がないという
ことへの懸念は、今の大学で授業を担
当する教員の一致した認識だと思うの
です。なぜなのでしょうか。学生がい
けないと言えば、それで終わってしま
うのですが、私はそうではないと思っ
ています。主体性喪失は必ずしも学生
のせいではない。それは、学生は大学
で教えられているものに、それほどイ
ンセンティブを感じていないからでは
ないかと思うのです。というのも、経
営学部や経済学部などの学科等では、
学生が多少アカデミックな訓練をされ
て得た即戦力になるような知見、ある
いはスキルは、企業が高く評価するこ
ともあるかもしれません。しかし、特
に文系の学生については、卒業後、営
業、管理、総務などの仕事をする人が
多いですよね。では、例えば、人事な
ら人事に特化した学問を専攻しなけれ
ば、勉強しなければ人事の仕事ができ
ないかというと、そんなことはないで
すよね。文学部だろうと法学部だろう
と経済学部だろうと、人事の仕事はし
ますよね。営業も、経営学部でマーケ
ティングをやっていなければできない
ということはなく、文学部の学生も平
気で担当します。つまり、アカデミッ
クな訓練の成果を、日本の企業は全く
意に介していないということです。私
は、実は今を去ること40年前、就活を
やったことがある希有な文学部の教員
の一人なのです。文学部哲学科でした
が、まさか哲学は食えませんから、ど
こかで生きなければいけないと思って
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就活もやったのです。ある会社に内定
をもらい、後で断って怒られたのです
けれどね。その会社の内定者の会で、
「俺たちが全部教えてやるから、大学
で習った要らないものは全部捨てろ、
忘れろ」と言われました。企業は学生
を選考するに際して、大学での教育成
果と一緒にではなく素材部分しか見て
いないということを、私は身をもって
経験しました。だから、学生は大学で
まじめに勉強したからといって就職に
有利になるとは誰も思っていません。
それから、かつては大学で教わる西洋
文化は日本でエリートになれる証でし
た。しかし、そのようなことが通用し
たのは、戦後すぐくらいまででしょ
う。だから学生は、大学の中で教えら
れている知識自体に強いインセンティ
ブを感じていないのです。
　「社会に蔓延する大学外の知的興
奮」とスライドにありますが、面白
い、あるいは知的な関心を喚起するよ
うなものは、大学の外にたくさんある
のです。では、大学はどうしたらいい
かということですね。私は、まず、学
生たちに生活基盤の深層に気づかせる
必要があるのではないかと思うので
す。私が先ほど申しましたように、学
生たちは高校までは、知って忘れる、
忘れては知るという作業をしている
と、おまえは頭がいい、といって褒め
られたわけです。しかし、体の生活は
全部親がかりなので、どういう仕組み
で世の中は動いていて、自分はどうし
て食べ物を食べられて、雨風にさらさ
れないで家に住めているかということ
に、全然理解がないのです。驚くべき
ことですが、文学部の学生の中には、
法律も知らない、経済も知らない、世
の中の仕組みを全く知らない学生がた
くさんいるのです。大学生なのに、先
代の総理大臣は「えっ、誰だっけ」み
たいなこともありますよ。つまり、生

活にリアリティがないのです。だか
ら、学生たちは今の形で未来が保証さ
れてはいないにもかかわらず、今の所
与の就活システムの中で一生懸命やれ
ばいいと思っているのですよ。しか
し、20年後、30年後、その就活で入っ
た会社がそのまま存在して、自分をそ
のままの評価でずっと雇ってくれる保
証なんて全然ないですよ。これももう
有名なことで皆さんご存じだと思いま
すけれども、今、若い人は就職して3
年で3分の1が離職するのです。これは
去年、今年の傾向ではありません。も
う20年以上、1990年代半ば以降は資料
があってずっと続いている傾向だと言
われますよね。私の学生にも苦労して
入ったはずなのに、「やめました」と
いう学生がいますからね。
　彼らに気づいてほしいのは、今は昔
と違うということ。もう日本の社会は
いろいろな意味でどんどん壊れてい
る。中から壊れていることもあるし、
外から壊されていることもある。どん
どん壊れて、どういうふうに壊れてい
くかもよく分からない。そういうもの
に備えて、対応できる力を身につけて
ほしいと思うのです。日本独特のジャ
パニーズスタイルのリクルーティン
グ、この就活スタイルにこだわってい
ることも問題があると思うのです。こ
んなことをやっている国はないです
よ。学生たちが本気で全体というのは
何なのかということを考えないと命取
りになると私は本気で心配していま
す。

6. カリキュラムの主体性

　さて、そこで学生の注意を喚起する
カリキュラム、つまり、主体性を喚起
するカリキュラムをつくらないといけ
ないということになりますが、それは
カリキュラムに独自の主体性があると
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きに発揮されるのではないかというの
が私の考え方です。学生の主体性喚起
と書きましたが、注意喚起とか関心喚
起ではなく、主体性を喚起することが
重要だと思っています。面白い授業を
やるとか、学生の気を引く、食いつき
やすい素材を使うとか、あるいは、学
生が自分で体を動かすことによって、
頭で考えるより飽きない何かをやらせ
るということは注意喚起、関心喚起に
はなりますが、主体性の喚起とは違い
ます。結局、最終的には学生がその後
どのように学び続けていくかというこ
とは、その学生の主体性に任されてし
まうので、主体性そのものをその授業
で喚起するというのはなかなかできな
いと思うのです。しかし、カリキュラ
ムが主体性を持つということをもう一
度確認することによって可能になるの
ではないかと考えています。
　では、その大学のカリキュラムとい
うのはどういうふうにできていて、そ
の主体性の根拠は何なのだろうかとい
うことを考えたいと思います。大学の
カリキュラムは研究者でもある教員の
専門性と、学生と、大学ガヴァナンス
の責任部局(大学当局や理事会)を通じ
て繋がる大学の外部社会、この三者に
よって構成されています。ですから、
本来大学のカリキュラムは、ガヴァ
ナンス責任部局を通して知る社会から
の要求と学生の意欲が入って作られて
いるはずでした。しかし、現在は教員
が一方的に作っているか、あるいは、
この社会からの要求に圧倒的に力があ
って、大学のカリキュラムを作らせて
しまっている現実があるかもしれませ
ん。しかし、本来的には、この三者が
バランスよく結びついて学問の自由が
維持されてきたと思うのです。それを
もう一度思い出すことによってこそ、
学生が大学のカリキュラムは自分の学
びだという自覚ができ、同時に主体的

にそれについていこう、引っ張られて
いこうという気になることができるで
はないでしょうか。それこそが学生の
全体性に訴えるカリキュラムだと思い
ます。
　このカリキュラムに主体性がある
という私の主張の根拠ですが、高校
までのカリキュラムの性格と比べれば
一目瞭然です。中等教育までのカリキ
ュラムは教育の外部勢力によってつく
られたものです。「指導要領」という
法的拘束力があるわけですから。それ
から逸脱したものを教えてしまうと、
教員は処分の対象になります。東京都
は非常に厳しいですよね。中等教育カ
リキュラム内容に関わる学会ももちろ
んありますが、地域社会なども含む外
からの力によってカリキュラムはつく
られてしまいます。それに対して大学
のカリキュラムは、学問の自由という
ものがありますから、外部の力から自
由です。つまり、大学のカリキュラム
の主体性というのは、自立性と自由に
よって支えられているのだということ
です。また、内部の力というものもあ
って、教員が学問研究をやっている、
ガヴァナンス部局が社会との関係で大
学を営業体として維持している、それ
から、学生がそこで実感をもって活動
しているということです。その内部の
力が外部の力から守られることによっ
て、その自立性が維持されています。
こういうカリキュラムの主体性がきち
んと維持されていると、その中にいる
学生とは、ひょっとして自分が主人公
かもしれないと思えるのではないかと
思うのです。
　学生の全体性は学生の生き様そのも
ので、自分の生き様に直接触れる経験
をした場合に、学生は最もリアリティ
を持って自分が主人公だと思えるので
はないでしょうか。学習をやらされる
のではなくて、自分の具体的な生活場
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面との連続性をしっかりと認識するこ
とによって、その学問と自分の存在と
のつながりを自分のものにするのでは
ないか。それこそが学問が学生の主体
性につながっているということなので
はないかと思います。ただ、そのため
には大学教員自身が、人間の全体性を
賭けて学問を研究している、そして自
分の全体性を維持するために役立てて
いるということの、生きた見本となる
必要があると思うのです。大学教員は
研究者ですよね。研究者というのは、
学問を創っている人です。学問を創っ
ている人は、専門的な学問のディシプ
リンに従ってやっていますけれども、
学問は初めからディシプリンでできて
いるわけではありません。あるいは、
研究者が「オギャア」と生まれたとき
から、「ディシプリン！」と言って、
学問のディシプリンに入っていくわけ
ではありません。普通の平凡な、です
が全体的な人間が、ある特定の知識、
技能に触れて、それこそが自分が生き
るために意味があるのだと思って、そ
れを研究しているわけですよね。です
から、全カリの授業は完成した知識体
系を演繹的に、テーゼを立てて、公理
から定理を証明し、または公理と定理
を組み合わせて別の定理をというふう
に、ユークリッドの幾何学のような説
明をしていくものではなく、もうちょ
っと無骨でもいいから、自分が苦闘
し、格闘してきたその過程の姿を学生
に見せてやるものでもよいのではない
か。むしろ、教養教育、全カリの総合
科目としてはその方が有効なのではな
いかと思います。専門科目ではまずい
かもしれないけれども、全カリ科目で
はよいのではないかと思うのです。
　例えば、2016年度から立教大学では
大きなカリキュラム改革を予定してい
ますけれども、「学びの精神」という
ジャンルを全カリの総合科目でつくる

ことになっています。それは授業にき
ちんと出て、大学生としての持つべき
大学での生活習慣を身につけさせるこ
とをも目的としていますが、それと同
時に、知の創出の現場に擬似的に身を
置く経験ができるような内容を持った
科目ができれば面白いと思います。そ
うすると、学生にとってそれは全体性
への接近を経験する機会になるのでは
ないかと思うのです。
　
グローバル化

　さて、これからの大学教育には3つ
のキーワードが、今の時代にはあるの
ではないかと思います。まず1つはグ
ローバル化ですね。今さら聞きたくな
い、という先生も多いかもしれませ
んね。でも、これは学生たちの日常生
活の現実の根本にあるものの1つで、
避けて通ることのできないことです。
彼らの生活がなぜ壊れていくか。これ
は、やはり外からの影響です。護送船
団方式の日本の行政指導が壊れて久し
いわけですが、外圧を内に引き入れて
しまうような勢力が今の日本にはたく
さんいます。これはもうどうにもなら
ないので、これに対応できていかなけ
れば、もう学生の将来はないのではな
いかというぐらいに私は今思っていま
す。

生活実感

　もう1つ大事なことは、「生活実
感」です。先ほど、研究の現場の話を
しましたが、学生が生きる現場に即し
た、そういうカリキュラム、科目が必
要なのではないかと思っています。学
問と自分と全体性はつながっていると
いう生活実感を得ることで、学問に守
られていると実感でき、最終的には、
学問をしたくなる逼迫感のような気持
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ちを持つことができると思うのです。
これはやはり「グローバル化」を直視
したときに、もう一回、何のために知
識が、知的営みがあるのかということ
を考える必要が出てきますよね。その
ときに、専門性だけにとらわれない学
習可能性の保障というのが重要で、全
カリ総合科目はそのためにあるのだと
思っています。

自己からの発信

　もう1つ、キーワードとして、「自
己からの発信」ということが大きいと
思います。これは、学生に自分の知力
の有効性を確認させるためのものだと
スライドに書いていますが、つまり、
生きた知的活動、体の動くようなもの
は、みずからの具体性に直接作用する
知であるということなのです。このよ
うな知が機能するためには、PDCAサ
イクル、計画を立てて、それを実行し
て、それを検証して、さらにそれをフ
ィードバックして、新しい実践につな
げていくということが大切で、それを
実践することが人が物を考え、経験し
て、認識して、そして生きていくとい
うことだと私は考えています。こうい
うことが個々人の中でできることで、
学問が体を動かす、生きるものになる
だろうと思っています。自己から発信
すると、他者から、あるいは社会から
反応が返ってきます。反応が来るとい
うことは、ヘーゲルではありませんけ
ど、他者による否定によって自己を知
るというプロセスであって、否応なし
に他者と対話をしなければいけませ
ん。そうすることによって、自分がや
ったことをチェックすることになりま
す。チェックし、さらにその相手に対
処するためには、自分の行動を変えて
新しい実践をしなくてはいけない。そ
ういうことをここで繰り返していくわ

けですね。そういうことを学生にやら
せることが授業の中で重要だと思いま
す。
　教員からの応答も重要です。なかな
か講義科目では一方的に話したままに
なりがちです。リアクションペーパー
を集めても、相手が200人だと読むだ
けでも大変で、一々それに次の授業で
応答なんかできません。せいぜいした
って1枚か2枚です。しかし、なるべく
細かく応答するということが重要だと
思います。ですから、2016年度からの
「学びの精神」では、発信と応答を重
視したカリキュラムにできればと考え
ています。

7. ァヴガとンイザデ・ムラュキリカ 
ナンスの連携

　さて、今までカリキュラム、科目、
学生の話をしてきましたが、それらが
うまく結びつくためには、このガヴァ
ナンスが重要であると考えています。
　スライドに「現実社会とカリキュラ
ムの接点」とあります。大学教員とい
うのは、大学の中で生きている場合、
現実社会との関係は単純ではなく、複
雑ですよね。社会に敵対的な人もいれ
ば、社会親和的な人もいれば、没社会
的という人もいますね。没社会的とい
うのは敵対もしなければ親和的でもな
く、超然主義ということですかね。こ
ういう教員だけですと、学生にとって
はやはりまずいわけです。学生は学問
研究者ではないので、社会に敵対的で
も親和的でも没でも困ってしまうので
す。バランスよく社会とつながってい
ませんと、ついつい人生を誤ってしま
うかもしれません。
　そうした場合、学問研究をし、教育
をしている人たちにも社会との接点と
いうのが必要だと思うのです。それが
大学ガヴァナンス責任部局の出番では
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ないでしょうか。大学のガヴァナンス
部局というのは大学の当局もそうです
し、事務部局、人事や総務などもあり
ますし、場合によっては学生部とか教
務部もガヴァナンス部局です。こうい
う部局は学問的な利害というのを持っ
ていません。学生を見る、社会との関
係を見る、あるいは大学の評判を聞く
など、そういう情報に対して開かれて
いるのです。社会の評価に、また、学
生の評価に最も敏感ですね。しかし、
大学の中にある専門性と一般市民のも
つ全体性との事実的均衡として、ガヴ
ァナンス部局にはある種の緊張が生じ
るのです。おそらく、大学の総長にな
れば、神経衰弱になるぐらい板挟みで
苦しい思いをしているのではないでし
ょうか。ところが一方、学部はこうい
う緊張関係から保護されています。学
部の自治という防壁によって、緊張か
ら保護されているのです。ところが
我々、全学共通カリキュラムには、こ
ういう学部の自治というようなものが
ありません。そのため、まともにこう
いった緊張が反映されてきます。
　全カリは、10学部の交流の結節点で
もあり、大学ガヴァナンス部局との結
節点でもあり、最初に話しましたと
おり、全学で支えるというものになっ
ています。ですから、10学部の支持が
ないと動くことができません。1つの
学部でも「絶対反対」、「そんなの
許さない」と言ったら動かなくなって
しまう組織なのです。ですから、常に
各学部と仲よくしていなければいけま
せん。学部も全カリを通して、お互い
に相手をちょっと見合ったり、場合に
よっては牽制し合ったりする関係や、
大学ガヴァナンス部局にかかる外から
の圧力など、そういった緊張が見える
場所なのです。全カリは教養教育とし
て、学部に対して共通カリキュラムを
実施すると同時に、ガヴァナンス部局

とも連携して学生の全体性に繋がる社
会性をも導入したりもします。そうす
ると、全カリは学部とそれを上から支
配しようとするガヴァナンス部局とい
う利害の背反する組織のいずれからも
適当な距離を置きながら独自の均衡を
維持する場である、ということができ
るでしょう。
　そこにグローバル化という現実、現
状の生活実感から由来する学生の知的
不安、自己からの発信という学生の
PDCA、これらが反映されてさきほど
の均衡がうまく取れていると、全カリ
は教養教育としてうまく機能するので
す。また逆に、全カリがうまく機能す
ることによって、学生もグローバル化
を受け止め、生活実感に基づく思考が
でき、自己からの発信を行い、その結
果PDCAが回って、全体性を自覚しな
がら、それらをさらに深く自覚するた
めに積極的に社会や専門的学問を身に
つけて成長していくことができると思
います。しかも、その際に学生たちは
誰にも強制されることなく、主体的に
勉強に向かうことになるのではないで
しょうか。
　そうした場合に、全カリの運営で行
われているような「均衡的ガヴァナン
ス」を維持しているということはとて
も重要だと思うのです。現在「ガヴ
ァナンス」と言えばトップダウン的な
ガヴァナンスが文科省によって日本中
の大学に推奨されています。ご存知か
とは思いますが、教授会の権限を奪う
ような、学校教育法改正とか、国立大
学法人法改正などもありました。しか
し、トップダウンでは駄目だと思うの
です。全体的な力の配分に配慮する均
衡的なガヴァナンスこそが、大学カリ
キュラムの主体性、つまりカリキュラ
ムの自立性を維持し、その中に位置す
る学生の主体性を育てるカリキュラム
のあり方を維持し続けるために有効な
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のです。私は全カリがそれを支える要
である自覚を持つべきだと考えていま
す。
　そのためにこそ、個々の科目の担当
者である先生方は、全カリ事務室を大
いに利用してください。スライドに
「個々の科目と全カリの均衡結節点の
動きをつなぐ全カリ事務室」と書いて
ありますね。全カリのことをすべて分
かっている職員がいます。どの科目の
どの先生がどういう人で、学生とどう
いう関係を持っていて、この科目は学
生からどういう評価を受けていて、大
体成績分布はどういうものだ、という
ことを知っています。そのうえで、い
ろいろな部局、学部や総長室と調整し
ながら全カリの運営をしています。全
カリ精神を体現している全カリ職員を
頼りにしてください。ですから全カリ
的な科目設計については、まず全カリ
事務室で全カリの職員に聞いてみてく
ださい。もちろん、コアの教員もいま
す。
　全カリが展開するすべての科目が、
今日私が申し上げたような形でもっ
て、全カリの精神を体現するように運
営されたらいいなと思い、この半年
間、全カリ運営に携わらせていただき
ました。これから秋学期が始まりま
す。今後とも、全カリの総合科目のご
担当をよろしくお願いしますととも
に、日本の大学教育、とりわけ本学、
立教大学の教養教育のさらなる発展、
実質化に向けたご尽力を切にお願いす
る次第です。そして、科目担当者の先
生方のご努力をいただき、学生の主体
性を喚起して、学生がみずから自分の
ために、主体的に自分の体を動かせ
る、そういう見識を身につけられるよ
うに、宇宙の果てまでのつながりを意
識して、学生たちを大きく育てていた
だきたいと念じています。
　ご清聴ありがとうございました。

○進行　佐々木先生、ありがとうござ
いました。
　残りの時間は質疑応答にしたいと思
います。

○質問者1　兼任講師をしている者で
す。佐々木先生のご講演、大変勉強に
なりました。ありがとうございます。
3つ質問があります。1つ目がやや長い
のですが、大学教育が学生に主体性を
求めるというのは、根本的に矛盾する
のではないかと思いました。つまり大
学が学生の先回りをして、たくさんの
授業を並べて提供する。学生の先回り
をして全15回のレジュメやパワーポイ
ントやリアクションペーパーを配布す
る。学生はノートを取る必要がない。
学生の先回りをして、評価基準を設け
て評価をする。こういう大学の営みと
いうのは、すべて学生の主体性をかえ
って阻む、あるいは邪魔をするような
行為にも見えてしまうのです。そこで
現在の教育と主体性が矛盾しないかど
うかということをお聞きできればと思
います。
　第2点目は、大学生の卒業後3年以内
離職率が3割を超えるというお話は、
これは1970年からおよそ40年以上続い
ている傾向だと思います。どうしてこ
のお話の中で、この10年という限定を
かけてお話しをなさったのか、その理
由をお聞きしたいです。
　第3点目が、大学生の生活が壊れて
いるというお話がありましたが、これ
は具体的にどういう意味なのでしょう
か。例えば何か立教大学の調査で、立
教の学生の生活が壊れているというよ
うな言葉をイメージするようなことに
なっているのか。あるいは、先生方、
また職員の皆様方が、壊れているとい
う印象をお持ちなのか、そのあたりの
ことをお聞きしたいと思います。以上
3点でございます。
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○佐々木　ありがとうございました。
大学教育が学生の主体性を本来損ねる
ようなシステムになっているというご
指摘ですが、私もそうだと思います。
現状では、です。大学はすべて先回り
をして、15回の授業を設計してやると
いうようなことは、本来の大学の学び
とは違うというのが私の考え方です。
というのは、学生が求めてくる、それ
に対して応えるというのが大学で本来
あるべき姿だと思っていますので、シ
ラバスを全部決めて、そのとおりやる
というのは全くその趣旨と違うんです
ね。むしろ学生が途中で、こういうこ
とをやってくださいと言われて、路線
を変更していくというのが本来あるべ
き姿なのではないかと思っています。
　昔の私が大学教育を受けたころの大
学には、そういう授業が幾らでもあり
ましたが、次第になくなってまいりま
した。これはアメリカ型のカリキュ
ラムのつくり方、授業の設計の仕方、
運営の仕方で、それによってアメリカ
が成果を上げているというようなこと
が一部で思われているからだと思うの
です。しかし、社会的な背景が全く日
本とアメリカでは違いますよね。日本
の場合には、中等教育までは、ほとん
ど主体性など育たないように学校で保
護されて育ってくるわけです。みんな
に合わせる。横を見て、ハブられない
ように注意しないといじめられて殺さ
れてしまう、というような教室環境が
日本では強かったりします。だから、
なかなか個というのは育たないわけで
すが、アメリカのような社会ですと、
多分その個がしっかり育つような社会
であって、しかも高校まで自由にいろ
いろなことに挑戦できるようになって
いますよね。大学に入ったら少し「た
が」をはめられて何かやるというよう
な環境ですね。
　そういう社会と、日本は全く違って

いて、先生のご指摘のとおりで、今、
日本の大学の制度は学生の主体性を奪
う方向にどんどん進んでいると思いま
す。それを直すためにもトップダウン
のガバナンスではなくて、学生の声も
入れられるような均衡関係というんで
しょうか、そういうバランスの取れた
秩序という、ガバナンスの形態があれ
ばいいかなと思って、きょうのお話を
させていただきました。
　それから2番目の新卒の学生の離職
が3年間で3割というのが70年代から一
貫しているというのは、お恥ずかしい
話ですけど、私は存じ上げませんでし
た。私が読んで、たまたまこういうも
のを知っていたものには、少なくとも
バブル崩壊以降の傾向のように書かれ
ていたものです。70年代というのは私
が大学生だったころですけれども、そ
のころから、そんな傾向がもうあった
のですね。その原因についてもまた考
えてみたいと思います。
　それから、大学生の生活が壊れてい
るということについてです。自分で、
私たちのころをモデルに考えるわけで
はないですが、私たちの周りの人た
ちは、自分のやることに対して、自分
で責任を持って生きていくという気概
があったものです。しかし、今の若い
人たちは、周りの環境に一方的に左右
されていて、右往左往するという、そ
ういう傾向が強いというように思いま
す。これは単なる主体性がないという
だけではなくて、そもそも自分の環境
なり、意外な経験なりに対処する柔軟
な、しなやかな知恵というものがない
のではないかと思うのです。非常に硬
直的に、愚直にぶつかって傷つくとい
うようなことをやっているように見え
ますね。その辺も、やはり中高の教育
の、どこに原因があるのか分かりませ
んが、現状はそうなので、大学として
は、先ほど申し上げたような形でもっ
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て、柔軟な知の経験、創造の場に参入
させることによって、体ですることを
含めて、何らかの経験をさせて、みず
からの気づきにつなげていきたいと考
えております。
○質問者1　分かりました。ありがと
うございます。
○進行　ほかにいかがでしょうか。
○質問者2　全カリを担当しているも
のです。きょうは非常に興味深いお話
で、参考にさせていただきました。タ
イトルが「全カリ・マジック」という
ことで、実際、中身、来る前は非常に
もっと具体的な、全カリの授業を担当
する上でのある種の技巧とか、実践知
みたいなことがテーマになるのかなと
思ったのですが、実際の話は非常に大
きい、まさに理念や学問の方向性とか
目的に関わる話で、聞いていて非常に
参考になりました。
　1点だけお聞きしたいのですが、さ
っき、教員からの応答が大切だという
話をされていましたが、人数が多いと
どうしても応答ができないところが
あると思うのです。実際、自分の授業
も300人受講者がおりますので、もち
ろんコメントペーパーに返事をします
が、一生懸命やっても、せいぜい1回
の授業で5人ぐらいしかできません。
そのため、学生の顔と名前が一致する
こともないですし、全員に応答すると
いうのは非常に難しいなと思い、なか
なか苦労しています。そこで1つお聞
きしたいのですが、全カリを今のよう
な形で運営していくということが決ま
っていた段階で、こういう大人数授業
というものが、どういう形でできてい
ったのかというのを、もし何かご存じ
だったら教えていただきたいと思いま
す。また、私の授業は300人程度の履
修者だから、まだよいのかもしれませ
んが、このような大人数授業につい
て、改善する動きというのがあれば教

えていただけますでしょうか。
○佐々木　ありがとうございました。
本来は、全カリの講義科目は150人と
いう規模を想定しています。ただ、時
間割であるとか先輩からの言い伝え
とか、いろいろな要因があるようです
が、大人数になってしまう科目があり
ます。以前は、放っておくと500人と
か、600人とか700人というふうに履修
希望が集まってしまう科目もありまし
た。こうなりますと、ほとんど授業環
境としては、まじめに出たい学生にと
っては苦痛のような環境になってしま
いますよね。そのため、現在は原則と
して全科目抽選という形にし、多くて
も300人程度におさまるようにしまし
た。しかし、そうしますと、抽選に落
ちた学生から猛烈な不満がくるので
す。教育懇談会などの保護者が参加で
きる会でも、抽選に外れたというよう
な意見があるのですね。高い授業料を
払っているのに受けたい授業を受けら
れないのか、と。しかし、教員の立場
としても、200人を超えると私語の制
圧は難しいということをおっしゃる方
もいます。もちろん300人でも静かな
授業も多いのですが、200人を超えた
ら私語の制圧は難しいと一般に言われ
ています。ですから、今述べたような
学生からの意見、教員の考えに加え、
財政的な制約、教室など大学の抱えて
いる物理的な制約というものも考慮
し、300人まで履修できるという制度
にしております。大変ご迷惑をおかけ
しております。何とかしたいところで
はありますが、今後の課題というふう
にせざるを得ないですね。
○質問者2　事情が非常によく分かり
ましたので、どうもありがとうござい
ます。
○進行　最後にもう1件、質問を受け
付けたいと思います。
○栗田　理学部の栗田です。先生のお



79

話、同意できるところが多くて大変参
考になりました。お話の中で、身体性
というところが出てきましたが、何と
なく分かるのですが、具体例として、
どういうものをもって身体性というふ
うにおっしゃっているのかを、お話い
ただけるとうれしいなと思っていま
す。いかがでしょうか。
○佐々木　最も身体と遠そうな文学部
を例にお話したいと思います。文学部
で『源氏物語』を読むといった授業が
あるかと思うのですが、これは1000年
も前のテキストで、最も社会から離れ
ていて、現代の人間の感覚ではないよ
うに思います。そういうものを読んで
いるわけです。それを好きな人が好き
だといって趣味で読むのは、私は公共
的な場で税金を使ってやるべきことで
はないと思っています。これは学問と
いう名前の文化の私物化だと思ってい
ます。そういうことをやってはいけな
いという意味ではないですが、必ずそ
れに付随してくるものがあるからやっ
ていいんだと、私は思っています。そ
れは何かというと、今はそのまま生き
られませんが、『源氏物語』の精神を
いいなと思うことで、思わず自分が何
かを見たときに、光源氏風に感じてし
まうとか、そういうことができればい
いと思うのです。そういうことができ
ることで、文学は人を動かすものにな
ります。また、人を動かすということ
は、ただその人が動いているだけでは
なくて、そのまわりにいる人たち、あ
るいは同じテキストを読んでいる人た
ちなどにも影響を与えることができる
かもしれません。『源氏物語』は高校
まで行った人はみな、おそらく一度は
目にしているはずなので、その人たち
が、何かほんのわずかでも、『源氏物
語』に影響を受けた行動をその人がと
れるということが、私には社会的意味
があることで、ある種の社会の伝統と

か、文化とかというものを支えている
重要なアイテムだというふうに思って
います。そういった意味で、『源氏物
語』を今の世にしこしこと読んでいる
ことは意味があるというふうに思って
おります。
○栗田　どうもありがとうございまし
た。
○進行　それでは本日の講演はこれで
終わりたいと思います。


